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◇
史
学

会
総
報

奈
良
大
学
史
学
会

の
第
五
回
総
会
は
、
五
月
三
十
日
(土
)
六
〇

一

教
室
で
開
か
れ
、岡
本
和
美
学
生
委
員
の
司
会
で
、
一
九
八
六
年
度

の

事
業
、
会
計
、
会
計
監
査
の
各
報
告
が
滞
り
な
く
行
な
わ
れ
た
。
つ

い
で

一
九
八
七
年
度

の
役
員
人
事
案
、
事
業
計
画
案

(「
奈
良
史
学
」

発
行
、
会
報
発
行
、
現
地
見
学
会
、
卒
論
中
間
報
告
会
、
学
内

の
教

員
に
よ
る
講
演
会
等
)
と
、
そ
れ
に
伴
う
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

一
九

八
七
年
度

の
役
員
は
次
の
と
お
り
。

▽
会
長

水
野
柳
太
郎

副
会
長

▽
教
員
委
員

(監
事
)
松
山

宏

(編
集
)
明
石
岩
雄

(庶
務
)
青
木
芳
夫

(会
計
)
鎌
田
道
隆

▽
学
生
委
員

田
村
充

(代
表
)、
山
田
浩
之

山
口
富
生

西
村
弥
生

菅
野

正

堀
内

一
徳

森
田
憲
司

中
原
康

西
川
輝
之

守
田
勝
豊

山
田
由
加
子
(以
上
総
務
)、
津
田
真
希

小
磯
郁
子

岡
本
和
美

岡
昌
英
(以
上
広
報
)、
阿
部
顕
介

長
谷

川
清

柴
垣
百
合

元
安
今
日
子
(以
上
編
集
)、
桃
木
雅
代

西
村

真
理
子

竹
島
陽
子

大
島

一
友
(以
上
会
計
)、
千
住
清
子

近
藤

順

今
井
睦
美

松
葉
勝
司

森
貴
寛
(以
上
渉
外
)、
永
松
千
京

安
江
恵
美
子
(以
上
書
記
)

◇
春
季
講
演
会

五
月
三
十
日
(土
)、
史
学
会
総
会

に
ひ
き
続
き
、
例
年
の
通
り
、

奈
良
大
学
史
学
科

・
史
学
会
共
催

に
よ
る
特
別
講
義
が
、
左
記
の
よ

う
に
行
な
わ
れ
た
。

京
都
教
育
大
学
助
教
授

和
田

葦
氏

飛
鳥
の
チ
マ
タ
を
め
ぐ

っ
て

北
京
大
学
歴
史
系
副
教
授

王

暁

秋
氏

(通
訳

辻
田
順

一
氏
)

近
代
中
日
文
化
交
流
的
歴
史
和
特
点

◇
現
地
見
学
会

史
学
会
野
外
活
動
と
し
て
、
十
月
十
七
日

(
土
)
に
山
の
辺
の
道

見
学
会
を
行
な
う
予
定
で
あ

っ
た
が
、
台

風
が
接
近
し
た
た
め
、
や

む
な
く
中
止
と
な

っ
た
。

◇
青
垣
祭
参
加
報
告

宝
来
キ
瀞、
ン
パ
ス
も
今
年
度
限
り
と
い
う
こ
と
で
、
史
学
会
は
初

一一



め
て
青

垣
祭
に
参

加
し
た
。
中
日
文

化
交
流
と
い
う
テ
ー

マ
に
よ

り
、
映
画

「
天
平
の
甕
」
の
上
映
と
学
生
委
員
に
よ
る
研
究
発
表
を

行
な
っ
た
。
研
究
発
表
に
つ
い
て
は
、
少
な
い
な
が
ら
も
熱
心
に
耳

を
傾
け
る
学
生
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
映
画
上
映
で
は
、
天
平
の
時

代
を
生
き

ぬ
い
た
人
々
の
苦
労
や
き
び
し
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
、
多
く
の
感
銘
を
う
け
た
。
手
続
き
や
準
備
等
と
ま
ど
う
こ
と
も

あ

っ
た
が
、
史
学
会
と
し
て
は
大
き
な

一
歩
を
踏
み
だ
せ
た
の
で
は

な
い
か

と
思
う
。

◇
卒
論
中
間
報
告
会

十

一
月
七
日
と
十
四
日
の
両
土
曜
日
に
、
卒
論
中
間
報
告
会
が
行

な
わ
れ
た
。
今
回
も
す
べ
て
の
ゼ
ミ
か
ら
報
告
者
が
出
て
、
熱
心
な

学
生
が
多
数
あ
つ
ま
り
、
熱
の
こ
も

っ
た
報
告

・
討
論
が
行
な
わ
れ

た
。

◇

「
史
学
会
会
報
」
等
の
発
行

創
刊

以
来

「
会
報
」
は
、
史
学
会
の
活
動
の
普
及
と
史
学
科
教
員
・

学
生
間

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
き
た
が
、本
年
度
は
、

第
七

・
八
号
を
発
行
、
史
学
会
行
事

の
案
内
、
「先
生
紹
介
」
「
ゼ
ミ

紹
介
」
等
の
ほ
か
、
教
員
と
学
生
に
よ
る
コ
ラ
ム
を
中
心
と
し
た
内

容
で
あ
る
。

ま
た
、
昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
小
冊
子

「
歴
史
学

へ
の
扉
」
を
発

行
、

一
・
二
年
次
生
を
対
象
と
し
た
参
考
図
書
の
紹
介
で
、

学
生
委
員
の
共
同
執
筆
に
よ
る
充
実
し
た
内

容
と
な
っ
た
。

教
員
と

昭

和
六

十

]
年

度
史

学
科

卒
業

論

文

〔考

古
〕

大
和
高
原

に
於
け
る
村
墓
の
構
造
的
研
究

-
奈
良
県
天
理
市
山
田
町
を
試
例
と
し
て
ー

人
面
墨
描
土
器
の
研
究

人
物
埴
輪
の
研
究

石
切
場
の
研
究

-
播
磨

・
竜
山
-

俊
乗
房
重
源
と
そ
の
遺
跡

〔日
本
史
〕

長
屋
王
論

奈
良
時
代
末
期
の
藤
原
氏

七
世
紀
の
戸
籍
に
つ
い
て

i

一
六
年

一造
を
め
ぐ
っ
て
ー

「
不
改
常
典
」
考

奈
良
時
代

の
施
薬
院

律
令
政
治
体
制

の
展
開

小
宮

康
弘

齋
藤

智
美

白
石

由
香

山
口

格

一m一

山
本

浩
司

浦 伊 井
邊 沢 口

路 理 勝
子 紀 啓

 

江
見

信
彦

岡
島
有
紀
子

梶
野

明
子



1
知
太
政
官
事
・
参
議
を
中
心
に
ー

雑
戸

に
つ
い
て

川
口

尚
美

-
雑
戸
籍
を
め
ぐ
っ
て
ー

「平
城

遷
都
論
」

川
見

芳
也

孝
謙

・
称
徳
朝
の
後
宮

五
反
田
房
子

ー
孝
謙
・
淳
仁

・
称
徳
三
朝
に
お
け
る
女
官
の
動
向
1

光
明
立
后
に
つ
い
て

遷
都
遷
宮
論

天
武

・
持
統
朝
の
服
制
に
つ
い
て

編
戸
に
関
す
る

一
考
察

紫
微
中
台
に
つ
い
て

阿
倍
内
親
王
の
立
太
子
に
つ
い
て

長
岡
京
遷
都
に
関
す
る

一
考
察

-
藤
原
種
継
暗
殺
事
件
に
つ
い
て
!

律
令
国
家
に
お
け
る
地
方
支
配

-
大
宝
令
に
み
ら
れ
る
郡
司
の
性
格
-

藤
原
仲

麻
呂
政
権
の

一
考
察

古
代
社
会
の
姓
と
そ
の
構
成
に
つ
い
て

1
金
石
文
か
ら
見
た
カ
バ
ネ
1

光
仁
天
皇
即
位
に
関
す
る

一
試
論

奈
良
時

代
に
お
け
る
浮
浪
と
逃
亡

鈴
木

理
恵

高
山
五
月
喜

中 中 照 土 田
村 岡 井 屋 中

博 美 敏 宣 裕
0佳 子 雄 之

 

永
原

順
子

西
川

恭
代

深
澤

吉
隆

藤
原

純
子

宮
本

義
久

奈
良
時
代
の
八
幡
神

矢
野

昌
子

i
そ
の
中
央
進
出
を
中
心
と
し
て
1

中
衛
府
に
つ
い
て

山
下

尚
幸

ー
授
刀
舎
人
寮
の
発
展
形
態
と
し
て
の
側
面
か
ら
の
一
考
察
1

☆

☆

☆

中
世
に
於
け
る
製
塩
と
輸
送

1
瀬
戸
内
海
を
中
心
に
し
て
ー

室
町
期
に
お
け
る
庭
園
史

1
京
都
龍
安
寺
石
庭
作
者
に
つ
い
て
1

東
山
文
化-

社
会
的
背
景
か
ら
見
た
立
花
の
成
立
-

中
世
武
士
の
生
活

ー
鎌
倉
時
代
を
中
心
に
し
て
1

源
家
三
代
と
中
世
武
遊
芸

鎌
倉
前
期
の
千
葉
氏

中
世
の
遊
女
に
つ
い
て

鎌
倉
時
代

の
女
性
の
所
領
相
続
に
つ
い
て

ー

=
二
世
紀
の
女
性
の
地
位
-

小
早
川
氏
の
相
続
に
つ
い
て

中
世
の
悪
党
に
つ
い
て

越
後
城
氏
の
興
亡

☆

赤
嶺

浩
司

石
原

敏
彦

岩
切

祐
子

岩
谷

智
湖

浦
川

好
史

遠
藤

聡

加
藤

千
幸

後
藤

彰
子

芝
山

京
子

正
多

孝
幸

須
貝

充

7i



1
城
長
茂
を
追
っ
て
1

北
条
政
子
に
つ
い
て

西
村

ー
吾
妻
鏡
に
見
る
そ
の
実
像
と
虚
像
-

熊
野
詣

浜
ロ

ー
盛
行
を
極
め
た
鎌
倉
期
を
中
心
と
し
て
ー

一
休
宗
純

普
川

ー
そ
の
歴
史
的
存
在
意
識
i

守
護
領
国
制
の
展
開

宮
添

-
南
北
朝
期
に
お
け
る
少
弐
頼
尚
の
管
国
支
配
-

執
権
政
治
の
変
遷

安
居

ー
得
宗
専
制
の
確
立
1

☆

☆

☆

☆

堺
の
近
世
都
市
化
に
つ
い
て
の

一
考
察

赤
坂

近
世
伊
賀
国
に
お
け
る
無
足
人
の
農
民
支
配
に
つ
い
て

典
子

和
子

佳
明

克
己

弘
晃

良
人

五
百
雀

豊

近
世
後
半
期
に
お
け
る
特
権
商
人
に
つ
い
て

今
井

吉
則

i
奈
良
晒
商
人
を
中
心
に
ー

『
世
事
見
聞
録
』
を
通
し
て
見
た
近
世
後
期
の
都
市
民
に
つ
い
て

金
田

昇

江
戸
時
代
中
期
の
京
都
に
お
け
る
部
落
差
別
の
変
質

河
口

健
児

1
『諸
式
留
帳
』
に
み
る
六
条
村
を
中
心
と
し
て
i

奈
良
奉
行
の
町
方
支
配
に
つ
い
て

木
村

誠
司

江
戸
時
代
に
お
け
る
歌
舞
伎
役
者
の
身
分
意
識
に
つ
い

江
戸
幕
府
開
幕
期
に
お
け
る
武
士
と
民
衆

の
動
向

1
か
ぶ
き
者
と
京
都
の
町
を
通
じ
て
1

近
世
美
濃
国
大
垣
藩
戸
田
領

に
於
け
る
治
水
政
策

-
輪
中
の
地
域
性
と
藩
法
典

『定
帳
』
を
中
心
に
1

近
世
竜
野
城
下
の
町
政
…機
構
と
醸
造
業
に

つ
い
て

惣
村
の
研
究

ー
近
江
国
今
堀
郷
を
中
心
と
し
て
ー

大
坂

に
お
け
る
享
保
改
革

ー
国
分
け
を
め
ぐ
っ
て
ー

京
都

・
高
瀬
川
の
水
運
に
つ
い
て

1
開
削
と
そ
の
後
ー

近
世
後
期
に
お
け
る
時
勢
的
交
通
形
態
の
研
究

て木
本

洋

後
藤
津
留
美

鈴
木

昇

竹
田

淳
子

友
松

兼
治

中
村

美
樹

西
川

和
穂

樋
口

肇

近
世
前
期

に
お
け
る
町
年
寄
の
成
立
と
町
共
同
体
の
動
向
に

つ
い
て

広
瀬

毅

幕
藩
体
制
確
立
期
に
お
け
る

「
鎖
国
」
政
策
を
め
ぐ

っ
て

藤
井
智
恵
子

i
「鎖
国
」
政
策
に
よ
る
徳
川
の
国
づ
く
り
の
歪
み
1

近
世
後
期
河
内
国
の
木
綿
流
通
と
在
郷
商

人

増
山

陽
史

近
世
に
お
け
る
特
産
商
品
の
流
通
に
つ
い
て

南

哲
也

正
徳
期
の

「諸
事
日
記
」
か
ら
み
た
都
市

・
京
都

山
下

英
子

一72一



1
家
出
人

に
つ
い
て

の

一
考
察

を
中
心

に
ー

近

世

末

期

の
民

衆

運

動

"
え

え

じ

ゃ
な

い
か

"

に

つ

い

て吉

村

ま

ゆ

ね

大
塩
平

八
郎

の
乱
の
与
え
た
社
会
的
影
響
に
つ
い
て

渡
辺

☆

☆

☆

☆

軍
部

の
国
民
統
合
政
策
に
お
け
る
半
官
製
諸
団
体

の
位
置青

木

戦
時
期

に
お
け
る
文
学
者
の
戦
争
協
力

岩
見

-
日
本
文
学
報
国
会
を
中
心
に
i

戦
時
下

の
国
民

上
田

奈
良
県

に
お
け
る
改
善
運
動
の
開
始

大
形

ー
矯
風
会
活
動
を
中
心
に
!

満
州
事
変
期
に
お
け
る
奈
良
県
下
の
民
衆
動
員

に
つ
い
て岡

幕
末

の
志
士
を
観
る

小
竹

-
幕
末
の
志
士
の
特
質
と
志
士
の
活
動
を
中
心
に
ー

太
平
洋
戦
争

に
お
け
る
戦
争
見
通
し

小
松

日
露
戦
後
経
営

斎
藤

-
満
州
に
お
け
る
支
配
権
の
確
立
を
お
っ
て
1

明
治
初
年
に
お
け
る
農
民
暴
動
の
形
態
と
意
義

島

-
伊
勢
暴
動
を
題
材
に
1

新
制
中
学
校
発
足
と
収
容
状
況

杉
谷

洋
千 孝
鶴 式

利 博
裕 之

宏 孝
司 憲

淳 達
一・ 也

 

宣
之

聡
美

日
中
戦
争
期

の
新
聞
統
制

仏
教
者
の
戦
時
下
抵
抗

明
治
初
期

に
お
け
る
脱
亜
意
識
の
形
成
と
構
造

!
自
由
民
権
派
の
対
韓
意
識
を
中
心
に
1

満
州
事
変
前
後
の
世
論
動
向
に
つ
い
て

1

一
九
三

一
年
の
新
聞
分
析
を
中
心
に
ー

大
正
期

の
出
版
物
と
そ
の
取
締
り

大
阪
に
お
け
る
戦
時
下
の
国
民
生
活

一
九
三
〇
年
代

に
お
け
る
対
満
移
民
政
策

戦
時
下
に
お
け
る
新
聞
広
告

〔東
洋
史
〕

秦
漢
の
受
命
改
制
に
つ
い
て

前
漢
時
代
の
商
質
と
経
済
政
策

に
つ
い
て

古
代
中
国
の
王
朝
と
天
命

に
つ
い
て

党
鋼
の
禁
と
人
物
評
価

唐
代
の
交
通
に
つ
い
て

ー
唐
代
の
駅
制
-

和
蕃
公
主
に
つ
い
て

高
麗
末
李
朝
初
期
に
於
け
る
倭
冠
対
策

☆

☆

☆

☆

中 大 竹
島 東 貞

篤 洋
郎 仁 志

 

深
町

和
美

宮 牧 藤本 井

謙 薫 敏
一 子 成

 

山
本
め
ぐ
み

安
藤

修

菊
田
美
智
子

徳
永

牧
子

ニ
ノ
丸
淳
子

林

賢
治

葉

敦
子
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上
海

に
お
け
る
列
国
の
特
殊
権
益

1
租
界
に
お
け
る
行
政
権
の
拡
大
-

清
代

に
お
け
る
科
挙

中
英
関
係
の
近
代
化

に
つ
い
て

明
朝
初
期
文
臣
官
僚

に
つ
い
て

国
民
革
命
に
つ
い
て

1
農
民
と
革
命
勢
力
の
結
び
つ
き
i

清
朝

に
於
け
る
漢
民
族
支
配
に
つ
い
て

〔
西
洋
史
〕

イ
ク
n

エ
ン
ーー
ア
テ
ン
の
宗
教
改
革

ロ
ー

マ
に
お
け
る
奴
隷
制
社
会
論
に
つ
い
て

ア
テ
ネ
帝
国
に
お
け
る
生
活
と
女
性

古
代

エ
ジ
。フ
ト
の
建
築

-
墳
墓
と
葬
祭
殿
!

古
代

エ
ジ
プ
ト
の
不
死
の
信
仰
と
埋
葬
慣
習

柿
本

美
子

後
藤

晃

鹿
田

尚
宏

鈴
木

正
男

平
田

哲
也

宮
岡

純

一

上
野

好
恵

尾
崎

育
美

勝
山
久
美
子

鈴
木

英
恵

西

ア
ジ
ア
に
お
け
る
動
物
意
匠
と
聖
樹
信
仰

に
つ
い
て

古
代

ロ
ー

マ
発
展

に
お
け
る
地
中
海
の
意
義

・
役
割

☆

☆

☆

☆

十
字

軍
の
変
遷

高
田

松 中 高
原 山 山

康 勝 敦
二 代 子

 

吉
洋

イ
ク
U
エ
ン
ーー
ア
テ
ン
の

「
宗
教
改
革
」

☆

☆

☆

ナ
チ
ズ

ム
の
興
隆
と
農
業
問
題

イ
ス
パ
ノ
ア
メ
リ
カ
の
征
服
と
宗
教
問
題

ー
ア
ン
デ
ス
社
会
の
民
間
信
仰
を
中
心
に
!

戦
後

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
国
際
統
合
運
動

☆
新
夕

陽
子

中
村
真
沙
美

宮
地
加
奈
子

渡
辺

英
明

受

贈
雑

誌
及
び

図
書

(自

一
九
八
六
年
十

一
月

至

一
九
八
七
年
十

一
月
)

資
料
館
紀
要

(京
都
府
立
総
合
資
料
館
)
第

一
四
、
五
号

広
島
大
学
東
洋
史
研
究
室
報
告
(広
島
大
学
文
学
部
東
洋
史
談
話
会
)

第
八
、
九
号

史
学

(
三
田
史
学
会
)
第
五
六
巻
第
三
、
四
号
、
第
五
七
巻
第

一
、

二
号

史
艸

(日
本
女
子
大
学
史
学
会
)
第

二
七
号

ア
カ
デ
ミ
ア

(南
山
大
学
)
人
文

・
社
会
科
学
編
第
四
四
～
六
号

信
大
史
学

(信
大
史
学
会
)
第

=

号

東
洋
文
化
学
科
年
報

(追
手
門
学
院
大
学

文
学
部
東
洋
文
化
学
科
)

第

一
号

民
具

マ
ン
ス
リ
ー

(神
奈
川
大
学
常
民
文
化
研
究
所
)
第
九
巻
七
～
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一
二
号
、
第
二
〇
巻

一
～
八
号

史
苑

(立
教
大
学
史
学
会
)
第
四
五
巻
第
二
号
、
第
四
六
巻

一
、
二

号
、
第
四
七
巻

一
号

弘
前
大
学
國
史
研
究

(弘
前
大
学
國
史
研
究
会
)
第
八

一
、
二
号

韓

(韓
国
研
究
院
)
第

一
〇
四
～
七
号

千
葉
史
学

(千
葉
歴
史
学
会
)
第
九
、

一
〇
号

上
智
史
学

(上
智
大
学
史
学
会
)
第
三

一
号

花
園
史
学

(花
園
大
学
史
学
会
)
第
七
号

橘
史
学

(橘
女
子
大
学
歴
史
学
会
)
第

一
号

地
域
研
究
い
た
み

(伊
丹
市
立
博
物
館
)
第

一
六
号

聖
心
女
子
大
学
論
叢

第
六
八
、
六
九
集

富
士
論
叢

(富
士
短
期
大
学
学
術
研
究
会
)
第
三
一
巻
第
二
号

岩
手
史
学
研
究

(岩
手
史
学
会
)
第
七
〇
号

愛
知
大
学
文
学
論
叢

開
学
四
十
周
年
記
念
特
輯
、第
八
四
、
八
五
号

西
洋
史
論
叢

(早
稲
田
大
学
西
洋
史
研
究
会
)
第
八
号

仕
事
着
-
東
日
本
編

(神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
調
査
報

告

第

=

集
)

盛
田
家
文
書
目
録
下
巻

(鈴
漢
学
術
財
団
)

歴
史

(東
北
史
学
会
)
第
六
七
～
六
九
輯

橘
女
子
大
学
研
究
紀
要

第

=
二
号

史
叢

(日
本
大
学
史
学
会
)
第
三
八
、
三
九
号

東
洋
史
苑

(龍
谷
大
学
東
洋
史
学
研
究
会

)
第

二
八
、

二
九
号

キ
リ
ス
ト
教
史
学

(
キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
)
第
四
〇
集

ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要

(亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
)
第

=
二
号

西
洋
史
学
報

(広
島
大
学
西
洋
史
学
研
究
会
)
第

=
二
号

モ
ン
ゴ
ル
研
究

(
モ
ン
ゴ

ル
研
究
会
)
第
九
号

ス
ペ
イ
ン
史
研
究

(
ス
ペ
イ
ン
史
学
会
)
第
四
号

東
海
史
学

(東
海
大
学
史
学
会
)
第

二

一
号

人
文
学
報

(東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
)
第

一
八
五
号

「
社
会
科
」
学
研
究

(「社
会
科
」
学
研
究
会
)
第

一
一
、

一
二
号

ア
ジ
ア
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究

(東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
ア
フ

リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
)
第
三
二
、
三
三
号

岡
崎
市
史
研
究

(岡
崎
市
史
編
纂
事
務
局

)
第
九
号

史
観

(早
稲
田
大
学
史
学
会
)
第

一
一
六
、

=

七
冊

三
井
文
庫
論
叢

第

二
〇
号

鳴
門
教
育
大
学
研
究
紀
要

(教
育
科
学
編
)、
(人
文
・社
会
科
学
編
)

第
二
巻

日
本
仏
教
史
学

(
日
本
仏
教
史
学
会
)
第

二
一
号

米
沢
史
学

(山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
日
本
史
学
科
米
沢
史
学

会
)
第

一
～
三
号
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日
本
常
民
文
化
紀
要

(成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
)
第

=
二
輯

日
本
仏
教
史
学

(日
本
仏
教
史
学
会
)
第
二

一
号

東
北
大
学
日
本
思
想
史
研
究

(東
北
大
学
文
学
部
日
本
思
想
史
学
研

究
室
)
第

一
九
号

人
文
論
集

(静
岡
大
学
人
文
学
部
)
第
三
五
～
三
七
号

琉
球
史
学

(琉
球
大
学
史
学
会
)
第

一
〇
～

一
四
号

法
政
史
学

(法
政
大
学
史
学
会
)
第
三
九
号

日
本
文
化
史
研
究

(帝
塚
山
短
期
大
学
日
本
文
化
史
学
会
)
第
八
号

明
代
史
研
究

(明
代
史
研
究
会
)
第

一
五
号

群
馬
県
行
政
文
書
簿
冊
目
録

(群
馬
県

・
群
馬
県
教
育
委
員
会
)
第

三
集
昭
和
戦
前
期
行
政
文
書
篇
、
第
四
集
明
治
期
地
図
篇

龍
谷
史
壇

(龍
谷
大
学
史
学
会
)
第
八
九
号

桜
井
史
談
会
の
歩
み

(桜
井
史
談
会
)

白
山
史
学

(東
洋
大
学
白
山
史
学
会
)
第
二
三
号

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
第
四
〇
集

史
学
科
編
廻

中
国
水
利
史
研
究

(中
国
水
利
史
研
究
会
)
第

一
六
号

中
央
史
学

(中
央
史
学
会
)
第

一
〇
号

丹
波
国
大
山
荘
現
況
調
査
報
告
皿

(西
紀

・
丹
南
町
教
育
委
員
会
)

写
真
で
見
る
暮
し
と
風
景

(精
華
町
)

鷹
陵
史
学

(仏
教
大
学
歴
史
研
究
所
)
第

一
一
、

一
二
号

漢
学
研
究
通
訊

(漢
学
研
究
資
料
及
服
務
中
心
)
第
六
巻
第
二
、

期
年
報
中
世
史
研
究

(中
世
史
研
究
会
)
第

一
二
号

京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要

第
四
号

海
南
史
学

(高
知
海
南
史
学
会
)
第
二
五
号

お
茶
の
水
史
学

(お
茶
の
水
女
子
大
学
読
史
会
)
第
三
〇
号

兵
庫
県
の
歴
史

(兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会
)
第
二
三
号

香
川
史
学

(香
川
歴
史
学
会
)
第

一
六
号

北
大
史
学

(北
大
史
学
会
)
第
二
七
号

皇
学
館
史
学

(皇
学
館
大
学
史
学
会
)
第
二
号

歴
史
人
類

(筑
波
大
学
歴
史

・
人
類
学
系
)
第

一
五
号

史
聚

(駒
沢
大
学
大
学
院
史
学
会
古
代
史
部
会
)
第
二
二
号

中
世
越
後
の
歴
史

(花
ケ
前
盛
明
著
)

上
杉
謙
信
と
春
日
山
城

(花
ケ
前
盛
明
著
)

二
松
学
舎
大
学
論
集

昭
和
六
十

一
年
度

二
松
学
舎
大
学
東
洋
学
研
究
所
集
刊

第

一
七
集

二
松

(
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
)
第

一
号

徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要

昭
和
六

一
年
度

帝
京
史
学

(帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
)
第
二
号

神
戸
大
学
史
学
年
報

(神
戸
大
学
史
学
研
究
会
)
第
二
号

三
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近
世
復
古
清
涼
殿
の
研
究

(島
田
武
彦
著
)

大
分
県

の
諸
職

(大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
)

宇
佐
風
土
記

の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
年
報

一
九
八
六

史
窓

(
京
都
女
子
大
学
史
学
会
)
第
四
四
号

山
形
史
学
研
究

(山
形
史
学
研
究
会
)
第

二

一
、

二
二
号

高
円
史

学

(高
円
史
学
会
)
第
三
号

双
文

(
群
馬
県
立
文
書
館
)
第
四
号

群
馬
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録
5

勢
多

・
前
橋
地
区
諸
家
文
書

ω
群
馬
県
行
政
文
書
件
名
目
録

第

一
集

明
治
期
地
方
編

一

(群
馬

県
立
文
書
館
)

御
影
史
学
論
集

(御
影
史
学
研
究
会
)
第

一
二
号

二
松
学
舎
創
立
百
十
周
年
記
念
論
文
集

(学
校
法
人
二
松
学
舎
)

立
命
館
史
学

(
立
命
館
大
学
史
学
会
)
第
八
号

☆

☆

☆

☆

受
贈
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

歴
史

人
類

(筑
波
大
学
歴
史

・
人
類
学
系
)
第

二
～

=
二
号

史
叢

(日
本
大
学
史
学
会
)
第

一
一
～
三

一
号

熊
本

史
学

(熊
本
史
学
会
)
第
四

一
～
四
三
、
四
六
～
五
二
、
五

四
～
五
九
号

宇
大
史
学

(宇
都
宮
大
学
史
学
会
)
第

一
、
三
、
四
号

鹿
大
史
学

(鹿
大
史
学
会
)
第

一
〇
、

=
二
、

一
四
、

一
六
、

]

九
、
二
〇
、
二

一
、
二
四
、
二
五
、
二
八
～
三
四
号

東
北
学
院
大
学
論
集

(歴
史
学

・
地
理
学
)

一
～

一
五
、

一
七
、

一
八
号

歴
史
学
論
集

(山
梨
大
学
教
育
学
部
史
学
教
室
)
六
、
七
、
八
、

一
二
、

一
四
～

二
八

(
二
三
欠
)
号

山
口
県
立
文
書
館
研
究
紀
要

四
～

=
二
号

白
山
史
学

(白
山
史
学
会
)
第

一
四
～
二
〇
号

◇
第
二
回
中
国
研
修
旅
行

奈
良
大
学
史
学
科
で
は
、
昨
年
度
に
続
き
、
第
二
回
中
国
研
修
旅

行
を
、
菅
野
正

・
鎌
田
道
隆

・
森
田
憲
司
の
三
名
の
教
員
の
引
率
の

も
と
、
次
の
日
程
で
行
な
っ
た
。

三
月

九
日

三
月

十
日

三
月
十

一
日

三
月
十
二
日

三
月
十
三
日

上
海
を
経

て
北
京

へ
、
北
京
泊

北
京

(長
城
、
ま
た
は
頸
和
園
他
)、
北
京
泊

北
京

(故
宮
、
北
海
公
園

、
歴
史
博
物
館
)、
夜
の

飛
行
機
で
西
安

へ
、
西
安
泊

西
安

(華
清
池
、
始
皇
帝
陵
、
兵
馬
桶
坑
、
半
披

遺
跡
、
大
雁
塔
)、
西
安
泊

西
安

(陳
西
省
博
物
館
、
弘
仁
寺
、
清
真
寺
、
未
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三
月
十
四
日

三
月
十
五
日

三
月
十
六
日

三
月
十
七
日

今
回

の
中
国
旅
行
に
は
、

の
見
学

は
も
と
よ
り
、

も
い
る
な
ど
、
昨
年
に
も
増
し
て
成
果
が
あ

っ
た
。

春

の
第

三
回
研
修
旅
行
も
実
施
が
決
定
し
て
い
る
。

◇
会
員
動
向

○
守
山
記
生
氏

(西
洋
前
近
代
史
担
当
)
は
、
奈
良
大
学
教
員
国
外

研
究
と
し
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
都
市
の
研
究
の
た
め
、

一
九
八
七

年
四
月

一
日
か
ら

一
九
八
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
予
定

で
、
ベ

ル
ギ
ー
に
滞
在
中
で
あ
る
。

○
松
山

宏
氏

(日
本
中
世
史
担
当
)
は
今
夏
、
北
部

フ
ラ
ン
ス
に

の
こ
る
十

一
、
二
世
紀
の
コ
ミ

ュ
ー
ン
都
市
六
ケ
所
を
、
調
査
の
た

め
歴
訪

し
た
。

○
森
田
憲
司
氏

(東
洋
前
近
代
史
担
当
)
は
、
文
化
財
学
科

の
水
野

正
好
氏

の
民
間
信
仰
関
係
資
料
調
査
に
協
力
の
た
め
、

一
月
五
日
か

央
宮
趾
)、
西
安
泊

西
安
か
ら
洛
陽

へ
、
洛
陽
泊

洛
陽

(龍
門
石
窟
、
関
林
、
洛
陽
博
物
館
)
、
夜
行

列
車
で
上
海

へ

上
海
泊

上
海

(豫
園
)
か
ら
大
阪

へ

三
二
名
の
学
生
が
参
加
し
た
が
、
史
跡

積
極
的
に
現
地
の
人
々
と
の
交
流
を
計

る
者

な
お
、
八
八
年

ら

十

二
日

ま

で
、

成

果

を

あ
げ

た

。

台
湾
の
台
北

・
台
南

・
鹿
港
の
各
地
を
旅
行
し
、

ジ

タ

も

タ

ノ

ノ

第
五
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
来
年
の

一

編

集

後

記

月
に
は
い
よ
い
よ
新
学
舎

へ
移
転
い
た

し
ま
す
の
で
、
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
発
行
す
る
の
は
こ
の
号
が

最
後
と
な
り
ま
す
。
大
学
の
跡
地
は
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
博
の
駐
車
場
に

利
用
さ
れ
る
と
の
こ
と
、
文
字
通
り
跡
か
た
も
な
く
な
る
の
だ
そ
う

で
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
気
も
し
ま
す
。

◇
堀
池
先
生
に
は
御
多
忙
中
、
無
理
を
お
願

い
し
て
玉
稿
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
東
洋
史
関
係
で
は
菅
野
先
生
の
御
紹
介
で
北
京

大
学
の
王
暁
秋
先
生
に
近
代
日
中
関
係
の
論
文
を
本
誌
に
寄

せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
先
生
の
論
文

は
、
先
生
の
ペ
ル

ー
研
究
の
最
初
の

成
果
で
す
。
他
に

卒
業
生
の
論
文
を

掲
載
し
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
御
賞
味

下
さ
い
。
(1
生
)

奈

良

史

学

第
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号

一
九
八
七
年
十
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月
発
行
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良
市
宝
来
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=
一三
〇

奈
良
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学
文
学
部
内

発

行
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奈

良

大

学

史

学

会

会
長

水
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郎

電
話

(O茜
二)四四i

一
二
五

一
(代
)

振
替

大
阪
九
ー
三
一
五
九
四
九
番

印

刷

所

(有
)
藝
林
美
術

出
版

社

一 一78


